
、

4今

妻
有
地
方
、
中
魚
・
十
日
町
、
は
民
話

の
宝
庫
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

し
か
し
、
民
話
を
こ
ど
も
達
に
聞
か

せ
て
く
れ
る
お
年
寄
り
も
年
々
減
っ

て
き
て
い
ま
す
。
今
月
は
夏
に
ち
な

ん
だ
民
話
の
ひ
と
つ
を
イ
ラ
ス
ト
で

あ
ら
わ
し
て
み
ま
し
た
。

『
服
の
溝
涼
剤
と
し
て
、
親
子
で
話

し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

専修職業訓練校と十日町試
験場の現状をリポート……

　　　　　　　　2・5
公害施設も真剣に……染色
団地と公共下水道

　　　　　　　　6・7
5万市民の家計簿

　　　　　　　　8・11
親しまれた昔の遊び

　　　　　　　　12・13
ゆっくり走ろう越後路を

　　　　　　　　　　14
不足する水資源

　　　　　　　　　　15
スポーツで夏をのγ）きる

　　　　　　　　16・17
保健婦活動の一日

　　　　　　　　18・19
あたたかい気持のふれあい
　　　　　　　　20・21
八月のうた

　　　　　　　　22・23
お知らせのペーン
』　　　　　　　　　　　　24

累摯莞

戦
壱
墓

　
　
　
　
　
　
－
江
道
の
巻
ー

　
汀
道
の
部
落
L
佐
治
衛
門
～
い
、
「
、

男
が
住
ん
で
い
た
、
お
盆
が
近
づ
い

た
～
い
う
の
〔
．
．
一
文
の
お
カ
ネ
も
な

い
。
そ
こ
で
、
佐
治
衛
門
は
、
裏
山

の
天
狗
松
を
住
み
ん
に
し
て
い
る
天

狗
を
だ
ま
し
て
カ
ネ
し
）
け
を
し
よ

つ
と
考
え
た
。
天
狗
松
の
下
へ
や
ハ
．

じ
藷
た
佐
治
衛
門
は
、
「
天
狗
さ
よ
、

い
た
か
え
。
イ

フ
声
」
つ
は
、
い
い

宝
物
を
持
〕
r
き
た
が
ノ
、
一
、
』
～
い

い
な
が
ら
、
懐
中
か
h
取
リ
ペ
し
た

ツ
ボ
し
サ
で
コ
ロ
を
入
れ
、
カ
ラ
カ

7
ご
ふ
』
－
㌔
、
「
弍
、
卜
、
．
が
出
た
」

と
い
い
し
ま
に
、
H
、
イ
」
目
を
す
か

し
て
の
ぞ
く
ま
ね
を
し
な
が
ら
、
「
越

後
の
国
が
び
と
め
に
見
え
る
。
広
い

も
ん
だ
ナ
ア
」
と
感
心
し
て
み
せ
た

　
佐
治
衛
門
び
～
．
（
も
面
自
ξ
，
』

”
で
i
「
，
一
を
引
．
f
い
．
r
㌧
る
の
ぐ

．
大
狗
さ
乳
ほ
不
思
議
し
愚
　
．
－
　
松

の
木
h
㌧
あ
り
ぐ
き
r
、
「
お
ね
」
も

み
サ
て
く
れ
」
～
い
う
と
、
佐
治
衛
門

は
、
「
、
軌
れ
は
日
本
中
が
び
～
目
に
見

ス
る
宝
物
で
、
め
〕
た
に
見
せ
ら
れ

な
い
」
～
い
，
六
。
天
狗
さ
ま
は
、
佐

治
衛
門
の
宝
物
が
ほ
し
く
τ
た
ま
ら

ず
「
ど
）
だ
イ
し
の
宝
物
と
、
と
り

か
ス
よ
㍉
じ
ゃ
な
い
力
」
～
い
い
だ

　
佐
治
衛
門
が

天
狗
さ
ま
の
宝
物

は
な
ん
で
す
か
」
と
き
く
～
、
天
狗

は
「
カ
ク
レ
ミ
ノ
と
カ
ク
レ
ガ
サ
だ
」

～
い
。
，
た
。
そ
こ
で
、
、
．
人
は
、
宝
物

を
～
り
か
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き

佐
治
衛
門
は
、
な
に
げ
な

く
「
天
狗
さ
よ
は
、
な
に
が
一
番
き
ら

い
で
す
か
」
～
れ
ず
ね
る
と
天
狗
は
、

薮
の
、
ー
バ
ノ
が
．
番
盛
ら
い
ぺ
。

L
㌧
し
ろ
e
お
前
は
、
な
L
が
碁
り
い

ノ
」
～
き
し
人
の
e
、
佐
治
衛
門
ほ
、

わ
ポ
～
「
．
不
勺
モ
王
と
小
判
パ
声
ら

い
だ
」
と
答
λ
た
、
、

　
．
大
狗
詳
ま
は
、
．
大
狗
松
の
ヒ
戸
、

何
日
も
サ
イ
コ
ロ
を
す
か
し
ζ
み
た

が
、
な
ん
に
も
見
ス
な
い
。
よ
）
や

く
佐
治
衛
門
」
マ
7
戸
れ
た
、
」
吉
に

気
が
ー

い
た
天
狗
さ
ま
は
、
力
・
ノ
カ

・
，
L
怒
）
て
佐
治
衛
門
の
家
へ
お
し

ち
け
．
（
声
た
。
佐
治
衛
門
は
、
そ
ろ

乏
ろ
天
狗
様
が
怒
）
て
く
る
頃
だ
と

家
の
玄
関
口
や
窓
に
f
バ
7
を
よ
さ

つ
け
⊂
ま
っ
て
い
た
。
、
天
狗
さ
ま
は
、

佐
治
衛
門
の
家
へ
ど
な
リ
、

も
う
と

し
た
け
ど
、
だ
い
さ
ら
い
な
イ
バ
ラ

が
あ
る
の
で
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、

地
団
駄
ふ
ん
で
く
や
し
が
）
た
。
佐

治
衛
門
が
ボ
タ
モ
チ
と
小
判
が
き
ら

い
だ
’
し
、
た
「
汁
を
思
い
出
す
～
、

今
度
は
、
．
．
升
ボ
9
ー
ヂ
～
小
判
を

山
の
よ
㍉
」
持
、
c
や
〕
〔
き
た

そ
し
r
、
「
佐
治
衛
門
、
思
い
知
、
人

か
一
ぜ
い
い
な
が
ら
、
．
小
勺
モ
チ
と

小
判
を
窓
か
ら
ピ
ん
ど
ん
と
投
げ
こ

ん
ギ
。
佐
治
衛
門
が
、
わ
ざ
と
「
お
っ

か
な
い
！
あ
）
か
な
い
！
」
と
泣
き

ま
ね
を
し
て
い
る
と
、
天
狗
さ
ま
は
、

よ
す
ま
ず
得
意
に
な
つ
⊂
、
ボ
勺
モ

ヂ
～
小
判
を
残
ら
ず
投
げ
こ
ん
で
仇

討
が
で
き
た
と
、
大
い
ば
り
で
帰
っ

r
い
　
た
、
あ
か
げ
で
佐
治
衛
門
は
、

い
い
あ
盆
昏
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

ノ
ウ
ナ
。

「
つ
ま
り
の
民
話
」
集
大
成
版
か
ら

抜
す
い
。

　
な
お
、
紙
面
の
都
合
で
、
本
文
の
一

部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
．
き
ま
し
た
。

、
O
℃

24と6」『93（第3種郵便物認可）紹剰51年8月10日

軽
自
動
車
税
の
申
告
は
期
限
内
に

　
軽
自
動
車
を
所
有
、
廃
車
、
名
義

変
更
し
た
と
き
は
、
つ
ぎ
の
期
日
ま

で
に
軽
自
動
車
税
の
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
を
業
者
が
代

行
す
る
場
合
も
、
必
ず
期
限
内
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
■
軽
自
動
車
を
所
有
し
た
と
き
は
、

そ
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
。

　
■
廃
車
ま
た
は
売
却
し
た
と
き
は
、

そ
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
。

　
■
名
義
変
更
、
住
所
変
更
等
し
た

と
き
は
、
十
五
日
以
内
に
申
告
し
て

醗
爆

繍
…
　
　
轡

盤
灘
…
齢

彦
〃
灸
％
懸

く
だ
さ
い
。

仙
田
地
区
の
電
話
は
ダ
イ
ヤ
ル
に

　
↑
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
電
話

の
自
動
化
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
仙
田
地
区
の
電
話
は
、
九
月
八
日

午
後
二
時
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
切
り

替
わ
る
こ
と
に
伴
い
、
電
話
番
号
が

つ
ぎ
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

市
外
局
番
は
　
O
二
五
七
六
、
電
話

番
号
は
、
市
内
局
番
九
が
つ
い
て
、
千

手
局
九
ー
×
×
×
x
と
な
り
ま
す
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集

　
日
本
損
保
協
会
は
、
秋
の
全
国
火

災
予
防
運
動
用
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
品

の
大
き
さ
は
、
B
2
判
で
ポ
ス
タ
ー

カ
ラ
ー
仕
上
げ
（
四
色
以
内
）
と
し
、

文
字
は
「
火
災
は
人
災
防
ぐ
は
あ
な

た
！
」
　
「
消
防
庁
日
本
損
害
保
険
協

会
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
之
。
く

わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
地
域
消
防

本
部
（
曾
七
－
一
五
五
五
番
）
へ
お

間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

16ミ，」映写技術者講習会

日　時　8月29日（日）午前9時～午後

　　　　　　　　　　3時半

　　　　8月30日1月〉午前9時～正午

場　所　十日町地域視聴覚ライブラリー

　　　q一日町小学校内曾7一（M93番「

申込み　ハカキに氏名、男・女、年齢、住

　　　　所．電話番号、勤務先を記入の

　　　　うえ、　十日圃丁市学校田丁　晋’日

　　　　町地域視聴覚ライブフリーへ

　　　　1先着25名まで受付1、

　　　　受講を許可された方には、連

　　　　絡します。

陸・海・空自衛官募集中

　いま自衛隊は災害救難等に活躍して

います。，＆願される方は市役所〔曾7－

311Dまたは自衛隊新潟地庁連絡部長

岡出張所へ。

灘糊
とおり実施します、

　受験手続き／希望者は9月11日まで

　　に、所定の書類と手数料（1，000円1

　　を添えて県総務部地庁課行政書士

　　試験係（〒951新潟市学校町1番町）

　　へ。くわしくは同係へ。

　試験日時／10目1日午前10時から。

　場所／新潟県中小企業会館

　　　　〔新潟市唄岸町1丁目）

検察審査会のご活用を
　「交通事故、詐欺その他の犯罪で被

害を受けたのに、検察官が犯人を裁判

にかけなかったのは、ふにむちない」

「選挙違反や汚職等で重大事件だ）た

のに、検察官が起訴しなか一）たのは納

得できない」。

　こんな不満をお持ちの方は、お気軽

に下記の検察審査会事務局にご相談く

ださい。相談や審査の申し立てに費用

はいっさいかかりません。

　　長岡検察審査会事務局
　　　1長岡市信濃町2裁判所内）

わ
　
　
　
あ
な
た
も
一
緒
に

　
　
　
う
た
い
ま
せ
ん
か

　
市
民
合
唱
団
（
上
野
敏
会
長
）
で

は
、
さ
ら
に
内
容
を
充
実
す
る
た
め
、

一
般
市
民
の
積
極
的
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
毎
週

水
曜
日
夜
七
時
か
ら
市
民
会
館
で
受

け
つ
け
て
い
ま
す
。
市
報
五
月
号
の

記
事
を
読
み
、
入
会
し
た
大
島
正
・

岡
村
敏
子
さ
ん
は
「
練
習
日
が
楽
し

み
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

子
宮
癌
検
診
の
日
程

　
毎
年
実
施
し
て
い
る
子
宮
癌
検
診

を
、
下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で

該
当
者
は
、
検
診
日
時
等
間
違
い
な

く
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　
該
当
者
　
市
内
に
在
住
す
る
満
二

十
五
歳
以
上
の
人
、
嘱
託
員
を
通
し

て
検
診
申
し
込
み
し
た
人
。

　
お
願
い
　
こ
の
検
診
は
申
込
者
に

個
人
通
知
を
し
ま
す
。
個
人
通
知
書

を
必
ず
持
参
の
上
、
通
知
書
に
記
載

の
日
時
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
検
診

料
は
百
二
十
円
で
す
。

　
結
果
　
検
診
結
果
は
、
異
常
の
な

い
方
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

聯
十商裡列鞄團

ぽ
く
の
ろ
ち
τ
は

　
弊
も
寓
袋
乞
が
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つ
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ム
双 市 △

君

館 民 場

中
条
地

新
座
、

水
沢
地

士
口
田
地

川
治
地

下
条
地
区

十
日
町
日
町 対

叉
四
新
日
座
町
’
を四

大
井
田
地
区

区 区 只
八
山
箇
本
を
’
除干

ノミ

薗
地
区
、
川
治

地
区
ハ
、
本
町
通

地
区
（
本
町
通

象

除日 い歳 地 り り 地

い町
た新
地田
区’

）

た町
地
区
寿
町
）

（
寿山
■
腔
簾
み町
）

よ
り
西
側
）

よ
り
東
側
）

区

去
耳
も
逆
ろ
τ
し
た

夏
係
謹
降

ど
こ
へ
も
い
く
二
と

か
で
き
よ
せ
ん

勢

猛
計
、
％

　
　
　
　
　
　
ぬ

「
口
⊇
．

【

画

働
墨
…

　
▽
今
月
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、

211．44k㎡（7月1日現在11，922／面積

欝猿艦欝
鳥・葬

毎
琴
、
ろ
2

　
畜
牟
）

》

ま
と
め
ま
し
た
。

　
▽
経
済
は
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
。

物
の
使
い
捨
て
か
ら
再
利
用
へ
と
急
転
し

て
い
る
世
相
ー
。
昔
の
主
な
遊
び
を
イ
ラ

ス
ト
で
再
現
し
て
み
ま
し
た
。
こ
ど
も
の

遊
び
は
、
創
造
性
と
協
調
性
を
育
て
る
大

切
な
領
域
。
み
な
さ
ん
が
こ
ど
も
の
頃
遊

ん
で
思
い
出
に
残
る
昔
の
遊
ぴ
を
親
子
、

で
や
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
▽
前
号
の
わ
が
家
の
自
慢
料
理
を
家
庭

で
実
際
に
作
っ
て
み
て
の
批
評
を
寄
せ
ら

れ
た
主
婦
の
方
、
市
報
へ
の
注
文
な
ど
、

紙
媒
体
の
重
要
性
と
こ
わ
さ
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
と
っ
た
次
第
で
す
。
今
月
号
か
ら

市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
よ
り
求
め
る

意
味
で
俳
句
、
詩
、
民
話
欄
を
設
け
ま
し

た
。
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
次

号
は
、
九
月
七
日
予
定
さ
れ
て
い
る
県
下

防
災
訓
練
の
模
様
な
ど
予
定
し
て
い
ま
す
。

女25，805）／世帯数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
修
職

業
訓
練
校
と
十
日
町
試
験
場
の
現
状
を
リ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
主
産
業
で
あ
る
繊
物
の
中
堅
技
術
者
と

な
る
訓
練
校
の
入
校
生
が
年
々
減
少
し
て

い
る
現
実
1
。
最
近
、
都
会
に
就
職
し
て

い
る
若
者
が
ふ
る
さ
と
の
企
業
へ
転
職
す

る
い
わ
ゆ
る
U
タ
ー
ン
傾
向
か
ら
、
こ
う

し
た
U
タ
ー
ン
希
望
者
へ
の
指
針
と
市
民

の
み
な
さ
ん
へ
の
問
題
提
起
と
い
う
意
味

合
い
か
ら
、
お
盆
帰
省
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

ね
ら
っ
て
の
企
画
で
し
た
が
い
か
が
で
し

た
か
。
一
方
、
統
合
問
題
で
揺
れ
動
い
て

い
る
十
日
町
試
験
場
i
。

　
新
製
品
の
開
発
、
繊
継
試
験
、
技
術
相

談
な
ど
同
施
設
々
備
を
利
用
し
て
い
る
織

物
産
地
に
と
っ
て
重
要
問
題
で
す
。
む
し

ろ
内
容
の
充
実
を
と
訴
え
る
市
民
の
声
を

50，417人（男24，612■市勢／人ロ

謬

澱

莚
．
灘
■
璽
－

．
と
墜
で
保
存
『
）
戸
＆
く
だ
さ
㌧

ビル火災消火避難救助訓練

去る9月7日、総合防災訓練のひとつとして行われた

ビル火災消火避難救助訓練（本町通り商店街、

膨

　　□239号□
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噺
日
醐
地
鴎
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

　
例
年
、
各
地
で
地
震
、
火
災
、
水

害
、
地
す
べ
り
、
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
で
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま

響懇欝魏曝閣■■隔嚥羅瓢一櫻箋
陸上自衛隊による架橋（軽浮橋架設）訓練
／ガ農川対峯ズ向ドr34㍍［「 浮橋’っ…戸

す
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
災
害
に
は
、

そ
の
未
然
防
止
活
動
と
と
も
に
、
発

生
後
の
対
応
が
重
要
で
す
。

市災害対策本部設置訓練……市役所
　　　総監に災害報告ずる池田助役

　
．
て
．
｝
．
、
＼
市
」
．
・
は
、
去
る
瓦

月
し
日
、
目
ド
と
佳
ハ
陶
佳
る
）
キ
一

の
災
宝
口
想
定
の
も
と
に
、
関

係
機
関
．
体
と
し
た
大
が
か

り
な
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
、
、

　
　
　
　
　
「
九
月
七
日
午

前
七
時
半
、
新
潟
県
南
部
の

魚
沼
地
方
に
大
き
な
地
震
が

発
生
、
震
源
地
に
最
も
近
い

十
日
町
市
で
は
、
震
度
六
を

記
録
し
た
。
こ
の
た
め
、
中

魚
沼
地
方
一
帯
に
大
き
な
被

害
が
発
生
し
、
十
日
町
市
で

は
、
山
く
ず
れ
、
道
路
の
亀

裂
、
陥
没
あ
る
い
は
、
家
屋

が
倒
壊
し
、
多
数
の
死
傷
者

を
だ
し
た
。
ま
た
鉄
道
、
電

話
、
電
力
、
水
道
施
設
に
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
た
」

　
実
施
し
た
主
な
訓
練
項
目

　
中
魚
沼
地
方
本
部
設
置
訓
練
、
市

災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練
、
ビ
ル
火

災
消
火
避
難
救
助
訓
練
、
電
力
、
電

十
日
町
市
婦
人
会
も
炊
出
し
訓
練
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
…
十
高
ク
ラ
ウ
ン
ド

話
施
設
復
旧
、
高
圧
ガ
ス
漏
洩
防
御
、

防
疫
、
臨
時
給
水
施
設
々
麗
、
給
水

．
炊
出
し
、
被
害
状
況
偵
察
、
医
療

救
護
救
助
等
の
訓
練
、
初
期
消
火
訓

練
、
列
車
、
バ
ス
接
触
事
故
避
難
救

助
訓
練
、
堰
堤
放
流
通
信
、
油
火
災

消
火
、
水
難
救
助
、
架
僑
、
水
防
訓

練
、
土
砂
く
ず
れ
防
止
・
救
助
、
山

林
火
災
消
火
訓
練
、
警
備
訓
練
、
避

難
訓
練
．
、

わ
が
家
の
防
災
対
策

　
去
る
九
月
七
日
の
総
合
防
災
訓
練

を
見
学
さ
れ
た
方
も
多
数
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
防
災
訓
練
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
災
害
に
つ
い

て
の
認
識
を
深
め
、
こ
れ
に
対
処
す

る
心
構
え
を
ふ
だ
ん
か
ら
準
備
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ネ
ラ
イ
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
九
月
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
こ

れ
ら
の
自
然
災
害
に
備
え
、
対
策
を

た
て
ま
し
ょ
う
。
災
害
は
自
分
の
力

で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
役
所
自
衛
消
防
隊
救
護
班
も
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
：
市
役
所

　
そ
の
た
め
に
は
、
ー
匡
ゐ
ム
才
力

家
の
防
災
対
策
と
ー
！
＼
気
象
を
知

り
、
地
盤
を
知
り
、
避
難
の
場
所
を

知
る
こ
と
で
す

　
気
象
を
知
る

　
天
気
予
報
、
台
風
、
大
雨
情
報
な

ど
の
気
象
情
報
を
よ
く
聞
く
、

　
地
盤
を
知
る

　
地
す
べ
り
は
、
雨
の
や
ん
だ
後
．
．
、

、
．
一
日
後
に
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、

ガ
ケ
ト
な
ど
の
家
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　
避
難
を
知
る

　
避
難
は
早
す
ぎ
る
に
こ
し
た
二
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
避
難
す

る
道
順
や
場
所
を
き
め
て
お
く
こ
と

も
必
要
で
す
。
懐
中
電
灯
、
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
食
糧
、
貴
重
品
、

救
急
医
療
品
な
ど
は
す
ぐ
持
出
せ
る

よ
う
に
準
備
し
て
お
く
。
台
風
な
ど

に
備
え
、
家
の
ま
わ
り
の
点
検
を
。

　
火
災
に
注
意

　
市
内
の
建
物
火
災
は
、
5
1
年
8
月

山
林
火
災
消
火
訓
練

；
市
民
ス
キ
ー
場

現
在
卜
件
に
達
し
ま
し
た
。
．
一
れ
は

昨
年
同
期
よ
り
一
、
件
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
　
市
民
み
ん
な
が
火
の
．
花
点

検
に
心
が
け
、
恐
ろ
し
い
火
災
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う

　
「
災
害
は
h
芯
ね
た
頃
に
や

…
使
い
古
さ
ね
た
言
葉
で
す
が
、

…
ゆ
と
し
て
非
常
に
大
切
な
　
一
、
・
葉
だ
と
一

…
思
い
よ
す
。
明
治
三
レ
三
年
、
町
な
…

…
み
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
た
．
十
H
…

．
町
の
大
火
」
か
ら
七
十
六
年
を
経
過
…

し
、
当
時
の
惨
状
を
体
験
し
た
人
は
…

数
少
な
く
「
忘
れ
た
頃
」
に
な
り
つ
…

　
つ
あ
り
ま
す
。

　
九
月
七
日
実
施
さ
れ
た
総
合
防
災
…

訓
練
を
契
機
に
、
平
常
時
に
お
け
る
㎜

防
火
態
勢
は
も
と
よ
り
、
特
に
大
地
…

震
の
際
の
防
火
、
消
火
対
策
に
全
市
…

民
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
…

と
思
い
ま
す
。

三
肺

幸
団
町

　
か
で

間
都
糎

波
び

〕
て
く
る
」
．

　
　
戒
し

泡
放
射
砲
の
威
力
を
発
揮

　
　
油
火
災
消
火
訓
練
（
信
濃
川
付
近
）
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後に榮カギいを

　9月15日は敬老の日です。長い間、社会に貢献さ

れた老人の健康と福祉を高め、老人に対しいたわ

りと感謝をあらわすと共に、老人自らがその生活

の向上に努めるために設けられたものです一。

お
と
し
よ
り
の
幸
せ
を
願
っ
て

　
六
十
歳
以
上
の
老
人
が
現
在
市
内

に
何
人
お
ら
れ
る
か
ご
存
知
で
す
か

ー
。
全
部
で
七
千
二
百
二
十
一
人
、

全
人
口
の
約
十
四
誕
で
す
。
こ
れ
は
、

昨
年
に
く
ら
べ
、
百
四
十
六
人
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
率
は
年
々
増

大
し
て
き
て
い
ま
す
。
九
月
十
五
日

は
敬
老
の
日
。
さ
て
今
回
は
、
老
人
福

祉
対
策
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
、
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
題

し
て
生
き
が
い
対
策
。

　
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
る
だ
け
で
な

く
、
老
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
は
大

切
な
こ
と
。
五
百
七
十
五
万
円
の
予

算
で
「
老
人
生
き
が
い
対
策
推
進
事

業
」
を
計
画
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

を
効
果
的
に
進
め
る
に
は
、
老
人
自

身
の
積
極
的
な
参
加
の
ほ
か
、
地
域

住
民
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ワ
ー
ク
ル
ー
ム
施
設
整
備
事
業

　
老
人
の
教
養
を
高
め
な
が
ら
、
能

力
を
生
か
し
た
生
き
が
い
を
創
造
し
、

孤
独
を
疎
外
し
地
域
住
民
と
の
交
流

を
深
め
る
場
所
を
整
備
す
る
。

老
人
向
屋
外
軽
作
業
用
具

整
備
事
業

健
康
と
社
会
奉
仕
の
精
神
を
滴
養

、
公
園
等
の
除
草
、
遊
具

こ
い
そ
の
他
の
軽
作
業
を

老
人
健
康
薬
草
園
整
備
事
業

　
ス
キ
ー
場
を
利
用
し
薬
草
園
を
つ

く
り
、
収
穫
の
喜
び
と
社
会
に
役
立

つ
こ
と
を
知
る
。

老
人
生
き
が
い
教
室
開
催

事
業

　
木
工
木
彫
、
組
ひ
も
等
の
用
具
を

整
備
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
創
意

工
夫
と
自
作
の
楽
し
み
を
味
わ
う
。

す
る
た
め

等
の
雪
が

行
う
。
楽
焼
作
業
用
具
整
備
事
業

　
屋
内
趣
昧
活
動
と
し
て
、
老
人
の

創
意
工
夫
と
、
自
作
の
楽
し
み
を
昧

わ
う
。

老
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

事
業

　
老
人
ス
ポ
ー
ツ
や
民
踊
、
各
種
ゲ

ー
ム
等
の
教
室
を
開
き
、
機
能
回
復

や
健
康
増
進
、
老
化
の
防
止
を
は
か

る
。

3

老
人
大
学
講
座
開
催
事
業

　
教
養
の
向
上
と
社
会
性
に
順
応
す

る
た
め
、
各
種
講
演
、
講
座
を
開
く
。

長寿者番付（朧像膿塑日）
（東） （西）

田村留吉（下条本町〉96歳 横綱 樋口文平（翻）　95歳

野上タケ（高島）　94歳 大関 柳　フサ（高島）　94歳

藤田タケ噺閑　94歳 関脇 関口富作（貝ノ川93歳
太田ギン1四日噺田2〉93歳 小結 島田ブン（北鐙坂1）93歳

柳　米八（吉田山谷〉93歳 前1 増田イツ（駅通り）93歳

市村竹三郎（伊達3）93歳 前2 渡辺銀蔵（條本町）92歳

水落源治郎（漉野）　92歳 前3 山口藤義（馬場2〉92歳

吉沢ト刈北鐙坂1）92歳 前4 春川ケサ（赤倉）　92歳

蕪木セキ（幸町）　92歳 前5 庭野トユ（中条八幡）92歳

小海サヨ（名ケ山）92歳 前6 上村熊治（量払ID92歳

富井シゲ（土市1）92歳 前7 春川トノ（西枯木又）92歳

登坂松治（本町6）92歳 前8 大島テイ〔原）　92歳
富井マツジ（珠llI3〉92歳 前9 羽鳥民蔵1田中町樋り）92歳

馬場ミツ〔小泉）　92歳 前m 山田ソネ凍枯木又）92歳

小海盛政（春日町1）91歳 前11 岡田ツガ嘲丁）　92歳
高橋ハル（大黒沢1）91歳 前12 鈴木トメ（鯛）　91歳
島田ヨシ（北鐙坂1〉91歳 前13 南雲イシ（新座第4）91歳

渡辺セキ（F条本町）91歳 前14 玉田徳治（四日町3〉91歳

布川コト（本町3）91歳 前15 宮沢ケサ（小黒沢）91歳

尾身善隆（鉢〉　91歳 前16 徳永シゲ（池沢）　91歳

村山ミキ（水口〉　91歳 前17 金子スイ（四日噺田1）91歳

蕪木俊平（稲荷田r2）91歳 前18 上村新太郎（伊達3）90歳

水落徳松伴田ケ沢〉90歳 前19 阿部フサ階宮町）90歳

尾身フヨ（鉢）　90歳 前20 高橋リサ（神明田n90歳

生越シホ（原）　90歳 前21 田村キぷ漉野）　90歳

水落シノに子）　90歳 前22 上村ヒサ（本町4）90歳

児玉ヨキ（稲葉〉　90歳 前23 上村リッ（伊達3）90歳

滝沢ミチ（四晒3〉90歳 前24 大淵サダ（條栄剛90歳

老
人
交
通
安
全
教
室
開
催

事
業

　
老
人
の
交
通
事
故
率
が
高
い
た
め
、

交
通
の
き
ま
り
を
守
り
、
自
ら
事
故

防
止
対
策
の
推
進
を
は
か
る
。

老
人
生
き
が
い
対
策
推
進

協
議
会
運
営
事
業

　
生
き
が
い
対
策
の
円
滑
な
運
営
を

は
か
る
た
め
、
推
進
協
議
会
を
つ
く

る
。

市
の
老
人
対
策

　
老
人
福
祉
の
た
め
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、

現
在
、
市
が
、
行
っ
て
い
る
老
人
対

策
は
…
。

六
十
五
歳
に
な
る
と

　
■
扶
養
者
と
な
り
、
市
民
税
も
免

除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
額
以

上
の
所
得
が
あ
る
場
合
、
免
除
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
■
老
人
健
康
診
査
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
目
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
ぐ
ら

し
老
人
及
び
寝
た
き
り
老
人
に
医
療

費
助
成
及
び
見
舞
金
支
給
。

　
■
特
殊
寝
台
の
貸
写
。

　
■
障
害
者
に
対
し
、
老
人
家
庭
奉

仕
員
二
名
が
、
一
週
間
に
一
～
二
回

身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
し
ま
す
。

七
十
歳
に
な
る
と
ー
！

　
■
敬
老
の
日
ま
で
に
、
市
内
に
六

ヵ
月
以
上
住
ん
で
い
る
七
十
歳
以
上

の
方
に
敬
老
祝
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
■
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
医
療
費

助
成
。

　
■
年
額
十
四
万
四
千
円
（
十
月
か

ら
十
六
万
二
千
円
）
の
老
齢
福
祉
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

老
人
大
学
講
座
の
お
知
ら
せ

　
生
き
が
い
対
策
事
業
の
一
環
と
し

て
、
来
る
九
月
十
七
日
午
後
一
時
三

十
分
よ
り
、
市
民
会
館
に
お
い
て
講

座
が
開
か
れ
ま
す
。
講
師
は
、
十
日

町
市
口
ー
タ
リ
ー
2
7
フ
の
協
力
を

得
て
、
長
野
県
長
野
市
の
社
会
指
導

家
で
あ
ら
れ
る
、
九
十
三
歳
の
荒
木

茂
平
先
生
を
招
へ
い
し
て
の
大
講
演

で
す
。
大
勢
の
ご
参
集
を
お
ま
ち
し

て
い
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
方

法
は

　
老
人
の
身
寄
り
が
な
く
て
、
世
話

す
る
人
が
い
な
い
と
か
、
老
人
の
か

ら
だ
が
お
と
ろ
え
て
、
い
つ
も
世
話

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
家
庭

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
言
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、

老
人
の
お
世
話
す
る
の
が
老
人
ホ
ー

ム
で
す
。
相
談
は
、
市
役
所
福
祉
事

務
所
ま
た
は
、
地
区
民
生
委
員
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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噺
日
醐
地
鴎
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

　
例
年
、
各
地
で
地
震
、
火
災
、
水

害
、
地
す
べ
り
、
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
で
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま

響懇欝魏曝閣■■隔嚥羅瓢一櫻箋
陸上自衛隊による架橋（軽浮橋架設）訓練
／ガ農川対峯ズ向ドr34㍍［「 浮橋’っ…戸

す
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
災
害
に
は
、

そ
の
未
然
防
止
活
動
と
と
も
に
、
発

生
後
の
対
応
が
重
要
で
す
。

市災害対策本部設置訓練……市役所
　　　総監に災害報告ずる池田助役

　
．
て
．
｝
．
、
＼
市
」
．
・
は
、
去
る
瓦

月
し
日
、
目
ド
と
佳
ハ
陶
佳
る
）
キ
一

の
災
宝
口
想
定
の
も
と
に
、
関

係
機
関
．
体
と
し
た
大
が
か

り
な
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
、
、

　
　
　
　
　
「
九
月
七
日
午

前
七
時
半
、
新
潟
県
南
部
の

魚
沼
地
方
に
大
き
な
地
震
が

発
生
、
震
源
地
に
最
も
近
い

十
日
町
市
で
は
、
震
度
六
を

記
録
し
た
。
こ
の
た
め
、
中

魚
沼
地
方
一
帯
に
大
き
な
被

害
が
発
生
し
、
十
日
町
市
で

は
、
山
く
ず
れ
、
道
路
の
亀

裂
、
陥
没
あ
る
い
は
、
家
屋

が
倒
壊
し
、
多
数
の
死
傷
者

を
だ
し
た
。
ま
た
鉄
道
、
電

話
、
電
力
、
水
道
施
設
に
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
た
」

　
実
施
し
た
主
な
訓
練
項
目

　
中
魚
沼
地
方
本
部
設
置
訓
練
、
市

災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練
、
ビ
ル
火

災
消
火
避
難
救
助
訓
練
、
電
力
、
電

十
日
町
市
婦
人
会
も
炊
出
し
訓
練
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
…
十
高
ク
ラ
ウ
ン
ド

話
施
設
復
旧
、
高
圧
ガ
ス
漏
洩
防
御
、

防
疫
、
臨
時
給
水
施
設
々
麗
、
給
水

．
炊
出
し
、
被
害
状
況
偵
察
、
医
療

救
護
救
助
等
の
訓
練
、
初
期
消
火
訓

練
、
列
車
、
バ
ス
接
触
事
故
避
難
救

助
訓
練
、
堰
堤
放
流
通
信
、
油
火
災

消
火
、
水
難
救
助
、
架
僑
、
水
防
訓

練
、
土
砂
く
ず
れ
防
止
・
救
助
、
山

林
火
災
消
火
訓
練
、
警
備
訓
練
、
避

難
訓
練
．
、

わ
が
家
の
防
災
対
策

　
去
る
九
月
七
日
の
総
合
防
災
訓
練

を
見
学
さ
れ
た
方
も
多
数
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
防
災
訓
練
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
災
害
に
つ
い

て
の
認
識
を
深
め
、
こ
れ
に
対
処
す

る
心
構
え
を
ふ
だ
ん
か
ら
準
備
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ネ
ラ
イ
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
九
月
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
こ

れ
ら
の
自
然
災
害
に
備
え
、
対
策
を

た
て
ま
し
ょ
う
。
災
害
は
自
分
の
力

で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
役
所
自
衛
消
防
隊
救
護
班
も
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
：
市
役
所

　
そ
の
た
め
に
は
、
ー
匡
ゐ
ム
才
力

家
の
防
災
対
策
と
ー
！
＼
気
象
を
知

り
、
地
盤
を
知
り
、
避
難
の
場
所
を

知
る
こ
と
で
す

　
気
象
を
知
る

　
天
気
予
報
、
台
風
、
大
雨
情
報
な

ど
の
気
象
情
報
を
よ
く
聞
く
、

　
地
盤
を
知
る

　
地
す
べ
り
は
、
雨
の
や
ん
だ
後
．
．
、

、
．
一
日
後
に
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、

ガ
ケ
ト
な
ど
の
家
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　
避
難
を
知
る

　
避
難
は
早
す
ぎ
る
に
こ
し
た
二
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
避
難
す

る
道
順
や
場
所
を
き
め
て
お
く
こ
と

も
必
要
で
す
。
懐
中
電
灯
、
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
食
糧
、
貴
重
品
、

救
急
医
療
品
な
ど
は
す
ぐ
持
出
せ
る

よ
う
に
準
備
し
て
お
く
。
台
風
な
ど

に
備
え
、
家
の
ま
わ
り
の
点
検
を
。

　
火
災
に
注
意

　
市
内
の
建
物
火
災
は
、
5
1
年
8
月

山
林
火
災
消
火
訓
練

；
市
民
ス
キ
ー
場

現
在
卜
件
に
達
し
ま
し
た
。
．
一
れ
は

昨
年
同
期
よ
り
一
、
件
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
　
市
民
み
ん
な
が
火
の
．
花
点

検
に
心
が
け
、
恐
ろ
し
い
火
災
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う

　
「
災
害
は
h
芯
ね
た
頃
に
や

…
使
い
古
さ
ね
た
言
葉
で
す
が
、

…
ゆ
と
し
て
非
常
に
大
切
な
　
一
、
・
葉
だ
と
一

…
思
い
よ
す
。
明
治
三
レ
三
年
、
町
な
…

…
み
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
た
．
十
H
…

．
町
の
大
火
」
か
ら
七
十
六
年
を
経
過
…

し
、
当
時
の
惨
状
を
体
験
し
た
人
は
…

数
少
な
く
「
忘
れ
た
頃
」
に
な
り
つ
…

　
つ
あ
り
ま
す
。

　
九
月
七
日
実
施
さ
れ
た
総
合
防
災
…

訓
練
を
契
機
に
、
平
常
時
に
お
け
る
㎜

防
火
態
勢
は
も
と
よ
り
、
特
に
大
地
…

震
の
際
の
防
火
、
消
火
対
策
に
全
市
…

民
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
…

と
思
い
ま
す
。

三
肺

幸
団
町

　
か
で

間
都
糎

波
び

〕
て
く
る
」
．

　
　
戒
し

泡
放
射
砲
の
威
力
を
発
揮

　
　
油
火
災
消
火
訓
練
（
信
濃
川
付
近
）
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後に榮カギいを

　9月15日は敬老の日です。長い間、社会に貢献さ

れた老人の健康と福祉を高め、老人に対しいたわ

りと感謝をあらわすと共に、老人自らがその生活

の向上に努めるために設けられたものです一。

お
と
し
よ
り
の
幸
せ
を
願
っ
て

　
六
十
歳
以
上
の
老
人
が
現
在
市
内

に
何
人
お
ら
れ
る
か
ご
存
知
で
す
か

ー
。
全
部
で
七
千
二
百
二
十
一
人
、

全
人
口
の
約
十
四
誕
で
す
。
こ
れ
は
、

昨
年
に
く
ら
べ
、
百
四
十
六
人
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
率
は
年
々
増

大
し
て
き
て
い
ま
す
。
九
月
十
五
日

は
敬
老
の
日
。
さ
て
今
回
は
、
老
人
福

祉
対
策
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
、
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
題

し
て
生
き
が
い
対
策
。

　
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
る
だ
け
で
な

く
、
老
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
は
大

切
な
こ
と
。
五
百
七
十
五
万
円
の
予

算
で
「
老
人
生
き
が
い
対
策
推
進
事

業
」
を
計
画
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

を
効
果
的
に
進
め
る
に
は
、
老
人
自

身
の
積
極
的
な
参
加
の
ほ
か
、
地
域

住
民
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ワ
ー
ク
ル
ー
ム
施
設
整
備
事
業

　
老
人
の
教
養
を
高
め
な
が
ら
、
能

力
を
生
か
し
た
生
き
が
い
を
創
造
し
、

孤
独
を
疎
外
し
地
域
住
民
と
の
交
流

を
深
め
る
場
所
を
整
備
す
る
。

老
人
向
屋
外
軽
作
業
用
具

整
備
事
業

健
康
と
社
会
奉
仕
の
精
神
を
滴
養

、
公
園
等
の
除
草
、
遊
具

こ
い
そ
の
他
の
軽
作
業
を

老
人
健
康
薬
草
園
整
備
事
業

　
ス
キ
ー
場
を
利
用
し
薬
草
園
を
つ

く
り
、
収
穫
の
喜
び
と
社
会
に
役
立

つ
こ
と
を
知
る
。

老
人
生
き
が
い
教
室
開
催

事
業

　
木
工
木
彫
、
組
ひ
も
等
の
用
具
を

整
備
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
創
意

工
夫
と
自
作
の
楽
し
み
を
味
わ
う
。

す
る
た
め

等
の
雪
が

行
う
。
楽
焼
作
業
用
具
整
備
事
業

　
屋
内
趣
昧
活
動
と
し
て
、
老
人
の

創
意
工
夫
と
、
自
作
の
楽
し
み
を
昧

わ
う
。

老
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

事
業

　
老
人
ス
ポ
ー
ツ
や
民
踊
、
各
種
ゲ

ー
ム
等
の
教
室
を
開
き
、
機
能
回
復

や
健
康
増
進
、
老
化
の
防
止
を
は
か

る
。

3

老
人
大
学
講
座
開
催
事
業

　
教
養
の
向
上
と
社
会
性
に
順
応
す

る
た
め
、
各
種
講
演
、
講
座
を
開
く
。

長寿者番付（朧像膿塑日）
（東） （西）

田村留吉（下条本町〉96歳 横綱 樋口文平（翻）　95歳

野上タケ（高島）　94歳 大関 柳　フサ（高島）　94歳

藤田タケ噺閑　94歳 関脇 関口富作（貝ノ川93歳
太田ギン1四日噺田2〉93歳 小結 島田ブン（北鐙坂1）93歳

柳　米八（吉田山谷〉93歳 前1 増田イツ（駅通り）93歳

市村竹三郎（伊達3）93歳 前2 渡辺銀蔵（條本町）92歳

水落源治郎（漉野）　92歳 前3 山口藤義（馬場2〉92歳

吉沢ト刈北鐙坂1）92歳 前4 春川ケサ（赤倉）　92歳

蕪木セキ（幸町）　92歳 前5 庭野トユ（中条八幡）92歳

小海サヨ（名ケ山）92歳 前6 上村熊治（量払ID92歳

富井シゲ（土市1）92歳 前7 春川トノ（西枯木又）92歳

登坂松治（本町6）92歳 前8 大島テイ〔原）　92歳
富井マツジ（珠llI3〉92歳 前9 羽鳥民蔵1田中町樋り）92歳

馬場ミツ〔小泉）　92歳 前m 山田ソネ凍枯木又）92歳

小海盛政（春日町1）91歳 前11 岡田ツガ嘲丁）　92歳
高橋ハル（大黒沢1）91歳 前12 鈴木トメ（鯛）　91歳
島田ヨシ（北鐙坂1〉91歳 前13 南雲イシ（新座第4）91歳

渡辺セキ（F条本町）91歳 前14 玉田徳治（四日町3〉91歳

布川コト（本町3）91歳 前15 宮沢ケサ（小黒沢）91歳

尾身善隆（鉢〉　91歳 前16 徳永シゲ（池沢）　91歳

村山ミキ（水口〉　91歳 前17 金子スイ（四日噺田1）91歳

蕪木俊平（稲荷田r2）91歳 前18 上村新太郎（伊達3）90歳

水落徳松伴田ケ沢〉90歳 前19 阿部フサ階宮町）90歳

尾身フヨ（鉢）　90歳 前20 高橋リサ（神明田n90歳

生越シホ（原）　90歳 前21 田村キぷ漉野）　90歳

水落シノに子）　90歳 前22 上村ヒサ（本町4）90歳

児玉ヨキ（稲葉〉　90歳 前23 上村リッ（伊達3）90歳

滝沢ミチ（四晒3〉90歳 前24 大淵サダ（條栄剛90歳

老
人
交
通
安
全
教
室
開
催

事
業

　
老
人
の
交
通
事
故
率
が
高
い
た
め
、

交
通
の
き
ま
り
を
守
り
、
自
ら
事
故

防
止
対
策
の
推
進
を
は
か
る
。

老
人
生
き
が
い
対
策
推
進

協
議
会
運
営
事
業

　
生
き
が
い
対
策
の
円
滑
な
運
営
を

は
か
る
た
め
、
推
進
協
議
会
を
つ
く

る
。

市
の
老
人
対
策

　
老
人
福
祉
の
た
め
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、

現
在
、
市
が
、
行
っ
て
い
る
老
人
対

策
は
…
。

六
十
五
歳
に
な
る
と

　
■
扶
養
者
と
な
り
、
市
民
税
も
免

除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
額
以

上
の
所
得
が
あ
る
場
合
、
免
除
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
■
老
人
健
康
診
査
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
目
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
ぐ
ら

し
老
人
及
び
寝
た
き
り
老
人
に
医
療

費
助
成
及
び
見
舞
金
支
給
。

　
■
特
殊
寝
台
の
貸
写
。

　
■
障
害
者
に
対
し
、
老
人
家
庭
奉

仕
員
二
名
が
、
一
週
間
に
一
～
二
回

身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
し
ま
す
。

七
十
歳
に
な
る
と
ー
！

　
■
敬
老
の
日
ま
で
に
、
市
内
に
六

ヵ
月
以
上
住
ん
で
い
る
七
十
歳
以
上

の
方
に
敬
老
祝
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
■
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
医
療
費

助
成
。

　
■
年
額
十
四
万
四
千
円
（
十
月
か

ら
十
六
万
二
千
円
）
の
老
齢
福
祉
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

老
人
大
学
講
座
の
お
知
ら
せ

　
生
き
が
い
対
策
事
業
の
一
環
と
し

て
、
来
る
九
月
十
七
日
午
後
一
時
三

十
分
よ
り
、
市
民
会
館
に
お
い
て
講

座
が
開
か
れ
ま
す
。
講
師
は
、
十
日

町
市
口
ー
タ
リ
ー
2
7
フ
の
協
力
を

得
て
、
長
野
県
長
野
市
の
社
会
指
導

家
で
あ
ら
れ
る
、
九
十
三
歳
の
荒
木

茂
平
先
生
を
招
へ
い
し
て
の
大
講
演

で
す
。
大
勢
の
ご
参
集
を
お
ま
ち
し

て
い
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
方

法
は

　
老
人
の
身
寄
り
が
な
く
て
、
世
話

す
る
人
が
い
な
い
と
か
、
老
人
の
か

ら
だ
が
お
と
ろ
え
て
、
い
つ
も
世
話

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
家
庭

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
言
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、

老
人
の
お
世
話
す
る
の
が
老
人
ホ
ー

ム
で
す
。
相
談
は
、
市
役
所
福
祉
事

務
所
ま
た
は
、
地
区
民
生
委
員
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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茶道教室（毎週月曜二午後7時）静」心を見つめるとき

ヤ

乙一勤労青少年ホーム

欝
鱗
つ
と
い
と

　
昭
和
四
予
三
年
二
月
オ
ー
プ
ン
し

た
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
島
田
館
長
・

学
校
町
地
内
）
は
、
青
少
年
の
い
こ
い

の
場
と
し
て
現
在
毎
日
数
十
人
の
若

者
達
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
の
モ

ダ
ン
な
建
物
の
一
階
は
、
軽
運
動
場

兼
集
会
室
、
事
務
室
が
あ
り
、
卓
球
、

ト
レ
i
ニ
ン
グ
、
フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
階
は
、

娯
楽
室
、
講
習
室
、
図
書
室
、
料
理

実
習
室
、
相
談
室
が
あ
り
、
娯
楽
室

．
一
ま
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
囲
碁
、
将

棋
、
麻
雀
、
ス
テ
レ
オ
オ
ル
ガ
、

ギ
タ
ー
　
軽
食
コ
ー
ナ
な
ど
が
用
意

さ
れ
、
講
習
室
（
和
・
洋
室
）
よ
、

茶
道
、
華
道
、
各
種
講
習
、
講
座
、

集
会
、
き
も
の
着
付
教
室
な
ど
幅
広

い
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
音
楽
室
を
改
造
し
た
料
理

実
習
室
は
、
去
る
九
月
四
日
か
ら
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
　
屋
上
は
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

い
こ
い
の
場
に

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
目
葡

　
働
く
青
少
年
が
、
余
暇
を
よ
り
有

意
義
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

「
い
こ
い
と
教
養
の
広
場
」
で
あ
り
、

明
日
へ
の
意
欲
向
L
の
た
め
の
施
設

で
す
。
健
康
で
明
る
い
青
少
年
を
育

成
す
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
活
動
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
、
生
活
相

談
な
ど
行
い
ま
す
。

　
調
馬
饗
き
る
表

　
市
内
に
在
勤
、
在
住
す
る
二
十
五

歳
以
下
の
勤
労
青
少
年
で
、
登
録
し

て
利
用
証
を
受
け
れ
ば
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
利
用
希
望
者
は
、

お
気
軽
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
費

七
－
八
九
一
八
番
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ

　
休
館
優

　
第
一
・
二
・
四
・
五
金
曜
日
、
及
び
第

一
．
百
曜
日
と
国
民
の
祝
日
、
年
末
年
始
。

霧撫辮灘晶

料
理
教
室
（
新
設
）

土
曜
コ
ー
　
…
毎
月
第
一
・

　
　
　
　
　
午
後
漕
　
・

火
曜
コ
ー
ス
…
毎
月
第
．
、
・
第
囚
火
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
六
時
半

　
　
　
　
…
毎
月
第
．
・
第
＝
一
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
六
時
半

齢室

卓
球
ク
ラ
ブ
…
県
下
青
少
年
ホ
ー
ム
大
会
で

例
年
上
位
入
賞
の
同
ク
ラ
ブ
は
、
こ
と
し
も

九
月
十
九
日
の
大
会
を
め
ざ
し
て
猛
練
習

しつか
スクラ

＼
社

が

　
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、
ス
キ
ー
、
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
映
写
会
、
文
化
祭
、

ホ
ー
ム
交
歓
会
、
卓
球
大
会
、
海
水

浴
、
ゲ
ー
ム
、
レ
ク
リ
ェ
…
シ
ョ
ン

大
会
等
、
楽
し
み
な
が
ら
友
達
が
で

き
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
の
行
事
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
活
動
は
、
卓
球
、
社
交

ダ
ン
ス
、
茶
道
、
写
真
、
ド
ラ
イ
ブ

ク
ラ
ブ
等
が
あ
り
、
い
つ
で
も
自
由

に
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
と
し
は
、
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
、
華
道
、
指
人
形
、
ハ

ム
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
あ
な

た
も
新
し
い
ク
ラ
ブ
を
つ
く
り
、
ホ

ー
ム
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

勢
嚢
塞
雛
濃
馨
嚢
叢

9
月
1
2
日
…
わ
か
い
し
ょ
の
運
動
会

　
に
参
加

9
月
1
9
日
…
県
下
青
少
年
ホ
ー
ム
ス

　
ポ
ー
ツ
交
流
会
（
於
・
新
発
田
市
）

10

月
：
・
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

　
中
越
ブ
ロ
ッ
ク
青
少
年
ホ
ー
ム
文

　
化
交
流
会

　
エ
チ
ケ
ッ
ト
教
室
（
冠
婚
葬
祭
の

　
マ
ナ
ー
）
・
映
画
鑑
賞
会

n
月
…
ホ
ー
ム
祭
、
社
交
ダ
ン
ス
講

習
会
、
楽
し
い
年
賀
状
の
つ
く
り

方
教
室

12

月
…
老
人
ホ
ー
ム
慰
問
、
社
交
ダ

　
ン
ス
講
習
会
、
年
忘
れ
の
つ
ど
い

相
談

　
仕
事
の
こ
と
、
友
達
や
家
族
の
こ

と
、
恋
人
の
こ
と
。
ど
ん
な
こ
と
で

も
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

（第3種郵便物認可）昭和51年9月10日

郷
土
資
料
館
用
資
料
の
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
は
、
失
わ
れ
行
く
文
化
財
や
、

特
色
あ
る
郷
土
資
料
を
保
存
し
、
後

世
に
伝
え
、
併
せ
て
市
民
の
学
習
に

役
立
て
る
た
め
、
郷
土
資
料
館
の
建

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
そ

の
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
み
な
さ
ん
の
お

宅
で
眠
っ
て
い
る
古
い
道
具
類
や
古

文
書
・
古
記
録
な
ど
を
、
ご
寄
贈
、

ご
寄
託
で
き
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
教
委
社
会
教
育
課
（
魯
七
±
三

二
番
・
内
線
二
七
四
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば

こ
ち
ら
か
ら
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
資

料
の
有
無
や
、
所
在
な
ど
の
情
報
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間
九
月
初
め
～
十
一
月
末
ま
で

収
集
し
た
い
資
料

0
織
物
関
係
（
縮
製
品
、
芋
積
み
道

　
具
、
い
ざ
り
機
用
具
、
古
い
絹
織

物
製
品
、
機
織
用
具
…
…
等
）

○
養
蚕
関
係
（
桑
つ
み
道
具
、
ま
ぶ

　
し
、
蚕
か
ご
…
…
等
）

○
民
具
（
生
産
・
生
活
用
具
…
…
等
）

O
古
い
記
録
や
文
書

○
写
真
、
風
俗
画
、
絵
図
そ
の
他

市
職
員
を
募
集

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

　
採
用
予
定
人
員

　　　名ケ山トンネルが貫通
　去る8月2411、国道253号線の名ケ山トン客ルの導抗が貫

通し、現地（名ケ山部落σ）真下地点）で喜びの貫通式が行わ

れました。同トンネルは、長ち1098㍍、巾員6㍍で、総工

費は約20億円。

　完成予定は、昭和53年度を目標に』1二事を進めています。

なお、犬伏（1号～4号）トンネル11事も進み、昭和55年

11月には全線開通する予定です。

　
初
級
（
一
般
事
務
男
子
）
二
名
程
度

　
初
級
（
一
般
事
務
女
子
）
二
名
程
度

　
受
験
資
格

　
高
卒
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を

含
む
）
で
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
。

　
試
験
の
期
日
等

　
昭
和
五
十
一
年
十
月
二
十
三
日

（
土
）
市
役
所
で
行
い
ま
す
（
時
間

等
詳
細
に
つ
い
て
は
申
し
込
み
者
に

通
知
し
ま
す
）
。

　
申
し
込
み
手
続

　
昭
和
五
十
一
年
九
月
十
六
日
か
ら

九
月
三
十
日
午
後
五
時
ま
で
に
市
役

所
総
務
課
ま
た
は
十
日
町
公
共
職
業

安
定
所
へ
つ
ぎ
の
書
類
を
提
出
し
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
④
～

㊦
に
よ
ら
ず
、
全
国
高
等
学
校
統
一

用
紙
に
よ
っ
て
申
し
込
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
④
市
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
用

紙
は
市
役
所
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）

◎
卒
業
高
等
学
校
（
卒
業
見
込
を
含

む
）
の
成
績
証
明
書
㊦
明
年
三
月

卒
業
見
込
み
の
者
は
、
卒
業
見
込
証

明
書
。

　
な
お
、
受
験
の
た
め
の
旅
費
等
は

一
切
支
給
し
ま
せ
ん
。
そ
の
他
ご
不

明
の
点
は
、
市
役
所
総
務
課
（
魯
七
－

三
二
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
千
手
宮
中
取
水
口

放
流
の
お
知
ら
せ

　
干
手
発
電
所
宮
中
取
水
口
か
ら
つ

ぎ
の
と
お
り
放
流
し
ま
す
の
で
、
信

濃
川
下
流
等
で
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
放
流
す
る
際
は
、
警
報
用

サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
順
次
吹

鳴
し
ま
す
。

　
■
九
月
十
五
日
午
前
十
時
～
午
後

三
時
　
■
九
月
十
八
日
午
前
十
一
時

か
ら
十
九
日
午
後
八
時
ま
で
　
■
九

月
二
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
二
十
四

日
午
前
零
時
　
■
九
月
二
十
六
日
午

前
十
時
か
ら
午
後
五
時
。

十
日
町
大
火
、
豪
雪
、
町
並
な
ど

懐
か
し
い
昔
の
写
真
が
い
っ
ば
い

　
　
　
　
　
（
信
濃
川
発
電
所
長
）

　
馴
鴎
書
き
つ
け
講
座

　
を
開
始

　
川
治
地
区
公
民
館
は
、
地
区
民
を

対
象
に
つ
ぎ
の
と
お
り
書
き
つ
け
講

座
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
希
望
者
は
、
九
月
十
九
日
ま
で
に

　明治から昭和への写真展
　　　フォート雪だるまが展示
　写真クラブ「フォート雪だるま」　（酒井通一会

長）は、去る8月26・27日の諏訪大祭にあわせ、明
治から昭和への写真展を開きました。
　同クラプは、昨年「市民の顔百人展」を開き好
評だったことから、ことしも市民のたび）に豪雪や

風俗、大火の跡、当時の家など80年間の十日町の
うつりかわりを集め、日本生命ビルに展示しまし
た。訪れた大ぜいの老人や若者たちは、懐かしい
十日町のすがたに見入っていました。同クラブは
郷土資料館用に同写真の寄贈を考えています。

とお』σ夢お5

川
治
地
区
公
民
館
（
曾
二
⊥
一
二
二

三
番
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
期
間
　
九
月
～
十
一
月
（
十
回
）

　
学
習
日
　
毎
週
木
曜
日
（
た
だ
し

第
一
回
は
九
月
二
十
｝
日
午
後
七
時

半
開
講
）
午
後
七
時
半
～
九
時
半
。

　
場
所
同
公
民
館

　
定
員
　
二
十
人

名
ケ
山
ト
ン
ネ
ル
賀
通
式

…
8
月
2
4
日
・
名
ケ
山
部
落
の
真
下
地
点
で

児童手当制度をご存知ですか

　児童手当は、日本国内1．乙住所のある日本国民が、

っざの要件に該当する場合、支給さねます。

　■18歳未満の児童を3人以h養育しており、その

うち1人以、上が義務教育終了前の児童であること。

　■児童手当の額は3人以上の児童のうち、出生

順にかぞえて3人目以降である義務教育終了前の

児童1人にっさ月額5千円です。

　　児童扶養手当制度のお知らせ

　児童の母、または児童の母以外の者が、っぎの

児童を養育するときは、その母または、その養育

者に対し、児童扶養手当を支給します。

　口父母が婚姻を解消した児童

　■父が死亡した児童

　■父の生死が明らかでない児童

　なお、児童手当、児童扶養手当制度とも所得制

限があります。くわしいことは、市社会福祉事務

所へお問い合わせください。

赤い羽根共同募金にご協力を

　毎年実施している共同募金運動に、心からのご

協力をいたださありがとうございます。

　今年も10月1日より年末までの3カ月間、民間

の自主的運動として全国一斉に実施されますが、

本市の目標額は310万6千円です。

　募金は、嘱託員、民生委員や各種団体に奉仕者

としてご協力を依頼して実施します。みなさんの

あたたかいご協力をお願いします。

な
つ
メ
。
歌
謡
」

　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ

　
　
を
開
催

　
共
同
募
金
会
で
は
、
つ
ぎ

の
と
お
リ
「
な
つ
メ
ロ
歌
謡

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
現
在
、
各
団
体
の
奉
仕
者
榊

嘉
削
鵬
畦
勃
翰
透

多
数
の
み
な
え
の
ご
協
力
榊

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

日
時
　
卜
月
一
日
（
金
）
午
後

　
　
　
く
宇
ノ
・
・
　
し
隼

　
　
　
ー
ノ
臥
斗
～
ノ
比

繭　所　
市
民
体
育
館

　
演
者
な
つ
メ
ロ
愛
好
会
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茶道教室（毎週月曜二午後7時）静」心を見つめるとき

ヤ

乙一勤労青少年ホーム

欝
鱗
つ
と
い
と

　
昭
和
四
予
三
年
二
月
オ
ー
プ
ン
し

た
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
島
田
館
長
・

学
校
町
地
内
）
は
、
青
少
年
の
い
こ
い

の
場
と
し
て
現
在
毎
日
数
十
人
の
若

者
達
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
の
モ

ダ
ン
な
建
物
の
一
階
は
、
軽
運
動
場

兼
集
会
室
、
事
務
室
が
あ
り
、
卓
球
、

ト
レ
i
ニ
ン
グ
、
フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
階
は
、

娯
楽
室
、
講
習
室
、
図
書
室
、
料
理

実
習
室
、
相
談
室
が
あ
り
、
娯
楽
室

．
一
ま
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
囲
碁
、
将

棋
、
麻
雀
、
ス
テ
レ
オ
オ
ル
ガ
、

ギ
タ
ー
　
軽
食
コ
ー
ナ
な
ど
が
用
意

さ
れ
、
講
習
室
（
和
・
洋
室
）
よ
、

茶
道
、
華
道
、
各
種
講
習
、
講
座
、

集
会
、
き
も
の
着
付
教
室
な
ど
幅
広

い
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
音
楽
室
を
改
造
し
た
料
理

実
習
室
は
、
去
る
九
月
四
日
か
ら
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
　
屋
上
は
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

い
こ
い
の
場
に

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
目
葡

　
働
く
青
少
年
が
、
余
暇
を
よ
り
有

意
義
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

「
い
こ
い
と
教
養
の
広
場
」
で
あ
り
、

明
日
へ
の
意
欲
向
L
の
た
め
の
施
設

で
す
。
健
康
で
明
る
い
青
少
年
を
育

成
す
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
活
動
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
、
生
活
相

談
な
ど
行
い
ま
す
。

　
調
馬
饗
き
る
表

　
市
内
に
在
勤
、
在
住
す
る
二
十
五

歳
以
下
の
勤
労
青
少
年
で
、
登
録
し

て
利
用
証
を
受
け
れ
ば
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
利
用
希
望
者
は
、

お
気
軽
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
費

七
－
八
九
一
八
番
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ

　
休
館
優

　
第
一
・
二
・
四
・
五
金
曜
日
、
及
び
第

一
．
百
曜
日
と
国
民
の
祝
日
、
年
末
年
始
。

霧撫辮灘晶

料
理
教
室
（
新
設
）

土
曜
コ
ー
　
…
毎
月
第
一
・

　
　
　
　
　
午
後
漕
　
・

火
曜
コ
ー
ス
…
毎
月
第
．
、
・
第
囚
火
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
六
時
半

　
　
　
　
…
毎
月
第
．
・
第
＝
一
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
六
時
半

齢室

卓
球
ク
ラ
ブ
…
県
下
青
少
年
ホ
ー
ム
大
会
で

例
年
上
位
入
賞
の
同
ク
ラ
ブ
は
、
こ
と
し
も

九
月
十
九
日
の
大
会
を
め
ざ
し
て
猛
練
習

しつか
スクラ

＼
社

が

　
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、
ス
キ
ー
、
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
映
写
会
、
文
化
祭
、

ホ
ー
ム
交
歓
会
、
卓
球
大
会
、
海
水

浴
、
ゲ
ー
ム
、
レ
ク
リ
ェ
…
シ
ョ
ン

大
会
等
、
楽
し
み
な
が
ら
友
達
が
で

き
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
の
行
事
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
活
動
は
、
卓
球
、
社
交

ダ
ン
ス
、
茶
道
、
写
真
、
ド
ラ
イ
ブ

ク
ラ
ブ
等
が
あ
り
、
い
つ
で
も
自
由

に
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
と
し
は
、
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
、
華
道
、
指
人
形
、
ハ

ム
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
あ
な

た
も
新
し
い
ク
ラ
ブ
を
つ
く
り
、
ホ

ー
ム
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

勢
嚢
塞
雛
濃
馨
嚢
叢

9
月
1
2
日
…
わ
か
い
し
ょ
の
運
動
会

　
に
参
加

9
月
1
9
日
…
県
下
青
少
年
ホ
ー
ム
ス

　
ポ
ー
ツ
交
流
会
（
於
・
新
発
田
市
）

10

月
：
・
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

　
中
越
ブ
ロ
ッ
ク
青
少
年
ホ
ー
ム
文

　
化
交
流
会

　
エ
チ
ケ
ッ
ト
教
室
（
冠
婚
葬
祭
の

　
マ
ナ
ー
）
・
映
画
鑑
賞
会

n
月
…
ホ
ー
ム
祭
、
社
交
ダ
ン
ス
講

習
会
、
楽
し
い
年
賀
状
の
つ
く
り

方
教
室

12

月
…
老
人
ホ
ー
ム
慰
問
、
社
交
ダ

　
ン
ス
講
習
会
、
年
忘
れ
の
つ
ど
い

相
談

　
仕
事
の
こ
と
、
友
達
や
家
族
の
こ

と
、
恋
人
の
こ
と
。
ど
ん
な
こ
と
で

も
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。
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郷
土
資
料
館
用
資
料
の
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
は
、
失
わ
れ
行
く
文
化
財
や
、

特
色
あ
る
郷
土
資
料
を
保
存
し
、
後

世
に
伝
え
、
併
せ
て
市
民
の
学
習
に

役
立
て
る
た
め
、
郷
土
資
料
館
の
建

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
そ

の
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
み
な
さ
ん
の
お

宅
で
眠
っ
て
い
る
古
い
道
具
類
や
古

文
書
・
古
記
録
な
ど
を
、
ご
寄
贈
、

ご
寄
託
で
き
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
教
委
社
会
教
育
課
（
魯
七
±
三

二
番
・
内
線
二
七
四
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば

こ
ち
ら
か
ら
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
資

料
の
有
無
や
、
所
在
な
ど
の
情
報
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間
九
月
初
め
～
十
一
月
末
ま
で

収
集
し
た
い
資
料

0
織
物
関
係
（
縮
製
品
、
芋
積
み
道

　
具
、
い
ざ
り
機
用
具
、
古
い
絹
織

物
製
品
、
機
織
用
具
…
…
等
）

○
養
蚕
関
係
（
桑
つ
み
道
具
、
ま
ぶ

　
し
、
蚕
か
ご
…
…
等
）

○
民
具
（
生
産
・
生
活
用
具
…
…
等
）

O
古
い
記
録
や
文
書

○
写
真
、
風
俗
画
、
絵
図
そ
の
他

市
職
員
を
募
集

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

　
採
用
予
定
人
員

　　　名ケ山トンネルが貫通
　去る8月2411、国道253号線の名ケ山トン客ルの導抗が貫

通し、現地（名ケ山部落σ）真下地点）で喜びの貫通式が行わ

れました。同トンネルは、長ち1098㍍、巾員6㍍で、総工

費は約20億円。

　完成予定は、昭和53年度を目標に』1二事を進めています。

なお、犬伏（1号～4号）トンネル11事も進み、昭和55年

11月には全線開通する予定です。

　
初
級
（
一
般
事
務
男
子
）
二
名
程
度

　
初
級
（
一
般
事
務
女
子
）
二
名
程
度

　
受
験
資
格

　
高
卒
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を

含
む
）
で
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
。

　
試
験
の
期
日
等

　
昭
和
五
十
一
年
十
月
二
十
三
日

（
土
）
市
役
所
で
行
い
ま
す
（
時
間

等
詳
細
に
つ
い
て
は
申
し
込
み
者
に

通
知
し
ま
す
）
。

　
申
し
込
み
手
続

　
昭
和
五
十
一
年
九
月
十
六
日
か
ら

九
月
三
十
日
午
後
五
時
ま
で
に
市
役

所
総
務
課
ま
た
は
十
日
町
公
共
職
業

安
定
所
へ
つ
ぎ
の
書
類
を
提
出
し
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
④
～

㊦
に
よ
ら
ず
、
全
国
高
等
学
校
統
一

用
紙
に
よ
っ
て
申
し
込
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
④
市
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
用

紙
は
市
役
所
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）

◎
卒
業
高
等
学
校
（
卒
業
見
込
を
含

む
）
の
成
績
証
明
書
㊦
明
年
三
月

卒
業
見
込
み
の
者
は
、
卒
業
見
込
証

明
書
。

　
な
お
、
受
験
の
た
め
の
旅
費
等
は

一
切
支
給
し
ま
せ
ん
。
そ
の
他
ご
不

明
の
点
は
、
市
役
所
総
務
課
（
魯
七
－

三
二
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
千
手
宮
中
取
水
口

放
流
の
お
知
ら
せ

　
干
手
発
電
所
宮
中
取
水
口
か
ら
つ

ぎ
の
と
お
り
放
流
し
ま
す
の
で
、
信

濃
川
下
流
等
で
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
放
流
す
る
際
は
、
警
報
用

サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
順
次
吹

鳴
し
ま
す
。

　
■
九
月
十
五
日
午
前
十
時
～
午
後

三
時
　
■
九
月
十
八
日
午
前
十
一
時

か
ら
十
九
日
午
後
八
時
ま
で
　
■
九

月
二
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
二
十
四

日
午
前
零
時
　
■
九
月
二
十
六
日
午

前
十
時
か
ら
午
後
五
時
。

十
日
町
大
火
、
豪
雪
、
町
並
な
ど

懐
か
し
い
昔
の
写
真
が
い
っ
ば
い

　
　
　
　
　
（
信
濃
川
発
電
所
長
）

　
馴
鴎
書
き
つ
け
講
座

　
を
開
始

　
川
治
地
区
公
民
館
は
、
地
区
民
を

対
象
に
つ
ぎ
の
と
お
り
書
き
つ
け
講

座
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
希
望
者
は
、
九
月
十
九
日
ま
で
に

　明治から昭和への写真展
　　　フォート雪だるまが展示
　写真クラブ「フォート雪だるま」　（酒井通一会

長）は、去る8月26・27日の諏訪大祭にあわせ、明
治から昭和への写真展を開きました。
　同クラプは、昨年「市民の顔百人展」を開き好
評だったことから、ことしも市民のたび）に豪雪や

風俗、大火の跡、当時の家など80年間の十日町の
うつりかわりを集め、日本生命ビルに展示しまし
た。訪れた大ぜいの老人や若者たちは、懐かしい
十日町のすがたに見入っていました。同クラブは
郷土資料館用に同写真の寄贈を考えています。
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川
治
地
区
公
民
館
（
曾
二
⊥
一
二
二

三
番
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
期
間
　
九
月
～
十
一
月
（
十
回
）

　
学
習
日
　
毎
週
木
曜
日
（
た
だ
し

第
一
回
は
九
月
二
十
｝
日
午
後
七
時

半
開
講
）
午
後
七
時
半
～
九
時
半
。

　
場
所
同
公
民
館

　
定
員
　
二
十
人

名
ケ
山
ト
ン
ネ
ル
賀
通
式

…
8
月
2
4
日
・
名
ケ
山
部
落
の
真
下
地
点
で

児童手当制度をご存知ですか

　児童手当は、日本国内1．乙住所のある日本国民が、

っざの要件に該当する場合、支給さねます。

　■18歳未満の児童を3人以h養育しており、その

うち1人以、上が義務教育終了前の児童であること。

　■児童手当の額は3人以上の児童のうち、出生

順にかぞえて3人目以降である義務教育終了前の

児童1人にっさ月額5千円です。

　　児童扶養手当制度のお知らせ

　児童の母、または児童の母以外の者が、っぎの

児童を養育するときは、その母または、その養育

者に対し、児童扶養手当を支給します。

　口父母が婚姻を解消した児童

　■父が死亡した児童

　■父の生死が明らかでない児童

　なお、児童手当、児童扶養手当制度とも所得制

限があります。くわしいことは、市社会福祉事務

所へお問い合わせください。

赤い羽根共同募金にご協力を

　毎年実施している共同募金運動に、心からのご

協力をいたださありがとうございます。

　今年も10月1日より年末までの3カ月間、民間

の自主的運動として全国一斉に実施されますが、

本市の目標額は310万6千円です。

　募金は、嘱託員、民生委員や各種団体に奉仕者

としてご協力を依頼して実施します。みなさんの

あたたかいご協力をお願いします。

な
つ
メ
。
歌
謡
」

　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ

　
　
を
開
催

　
共
同
募
金
会
で
は
、
つ
ぎ

の
と
お
リ
「
な
つ
メ
ロ
歌
謡

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
現
在
、
各
団
体
の
奉
仕
者
榊

嘉
削
鵬
畦
勃
翰
透

多
数
の
み
な
え
の
ご
協
力
榊

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

日
時
　
卜
月
一
日
（
金
）
午
後

　
　
　
く
宇
ノ
・
・
　
し
隼

　
　
　
ー
ノ
臥
斗
～
ノ
比

繭　所　
市
民
体
育
館

　
演
者
な
つ
メ
ロ
愛
好
会



博
O
℃
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交
通
事
故
防
止
運
動
に
ご
協
力
を

こ
と
し
も
九
月
二
十
一
臼
か
ら
、

つ
ぎ
の
こ
と
を
重
点
に
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
■
歩
行
者
（
特
に
こ
ど
も
と
老
人
）

及
び
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止

　
■
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

　
最
近
、
市
内
で
は
こ
ど
あ
と
老
人

の
交
通
事
故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
去
る
七
月
二
十
一
日
か
ら
八

月
二
十
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
夏
の
交

通
事
故
防
止
運
動
期
聞
中
も
別
表
の

と
お
り
死
傷
事
故
が
発
生
、
負
傷
者

十
六
人
中
六
人
が
こ
ど
も
の
事
故
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
歩
行
者
特
に
こ
ど
も
と
老
人
の
交

通
安
全
と
、
運
転
者
の
安
全
を
重
点

に
市
民
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
防
止
運

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

溺
鱒
≦

難
灘
鱗
糺

夏の交通事故防止運動
期間中の事故状況

年度 期間 件数 死亡 負傷

50
7／21～

　8／20
10件 2人 10人

51 〃 16件 1人 16人

十60％ 一50％ 十60％

　
　
胃
の
検
診
を

　
胃
が
ん
で
死
ぬ
人
は
一
年
間
に
四

万
九
千
人
位
で
す
。

　
つ
ま
り
十
二
分
間
に
一
人
の
割
合

で
死
ん
で
い
ま
す
。
も
し
、
胃
が
ん

に
な
っ
て
も
、
早
期
胃
が
ん
の
う
ち

な
ら
手
術
す
れ
ば
、
百
％
助
か
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
胃
の
検
診
を
う

け
安
心
し
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

施
設
見
学
会
を
実
施

し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
市
の
行
政
を
市
民
の
み

な
さ
ん
に
、
目
と
耳
を
と
お
し
て
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
市
政

に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
に
よ
る
施
設
見
学
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
婦
人
た
ち
は
、
台
所
に

直
接
関
係
す
る
ご
み
焼
却
炉
や
、
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
広
場
、
西
小
学
校
な

ど
発
展
す
る
市
の
施
設
を
直
接
自
分

の
眼
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
か
め
て

い
ま
し
た
。

　
施
設
見
学
会
は
、
二
十
人
位
の
グ

ル
ー
プ
、
団
体
を
対
象
に
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
希
望
の
団
体
、
グ
ル
ー

プ
は
、
市
役
所
企
画
財
政
課
（
曾
七

－
三
二
一
番
・
内
線
二
三
九
）
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
こ
と
し
は
、
十

参
加
者
は
、
ご
み
は
こ
う
し
て
処
理
さ
れ

ま
す
ー
こ
係
員
の
説
明
に
う
な
ず
い
7
い

ま
し
た

　
　
8
月
2
2
日
（
日
）
十
日
町
市
川
西
町

　
　
衛
生
施
設
組
合
で

尽
末
日
ま
で
実
施
す
る
予
定
）
昼
食

は
持
参
く
だ
さ
い
。

建
設
大
臣
か
ら
感
謝
状

　
土
市
地
区
道
路
美
化
促
進
会
に

　
土
市
地
区
道
路
美
化
促
進
会
（
上

村
誠
作
代
表
・
百
八
十
人
）
は
、
毎

月
三
回
（
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五

日
）
早
朝
五
時
半
か
ら
、
同
地
内
の

国
道
の
清
掃
と
春
、
秋
の
側
溝
の
ど

ぶ
さ
ら
い
を
十
年
ほ
ど
前
か
ら
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
道
路
を
守
る
月
間
に

あ
た
り
、
建
設
大
臣
か
ら
道
路
美
化

清
掃
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
去
る
八

貝
、
一
十
一
日
、
県
庁
で
、
同
大
臣
か
ら

の
感
謝
状
を
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
同

感
謝
状
は
県
下
で
初
め
て
の
も
の
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
親
和
ク
ラ
ブ
（
新
座
）
四
万
一
千

五
百
二
円
　
大
井
田
青
年
の
会
一
万

円
　
関
芳
夏
祭
り
実
行
委
員
会
五
千

円
　
匿
名
（
合
計
）
七
千
百
九
十
円

　
根
津
春
雄
（
稲
荷
町
二
）
香
典
返

し
五
万
円
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で

　
懸
賞
文
を
募
集

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
懸
賞
文
を
募
集
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
テ
ー
マ
…
く
ら
し
を
見
直
す

　
原
稿
…
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
枚

前
後
と
し
、
末
尾
に
応
募
者
の
氏
名
、

住
所
、
職
業
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
の
こ
と
。

　
締
切
り
…
昭
和
五
十
一
年
十
月
十

五
日
。
宛
先
…
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

（
〒
一
〇
八
東
京
都
港
区
高
輪
三
ー

十
三
ノ
ニ
十
二
）

　
　
■
炭
酸
飲
料
を
充
て
ん
す
る

邑　　
　
た
め
の
ガ
ラ
ス
び
ん

　
　
■
乳
幼
児
用
ベ
ソ
ト

　
　
巳
金
属
性
バ
ッ
ト

⇔
　
　
■
ロ
ー
ラ
ス
ケ
ー
ト
の
一
部

　
　
■
登
山
用
ロ
ー
プ
ー
身
体

　
　
　
確
保
用
の
も
の
に
限
る
。

　
　
目
安
の
マ
ー
つ
は
「
S
」
マ

　
　
　
ク
で
す
ひ

彦
汐
湊
轟
恥

上
町
青
年
会
が
老
人

ホ
ー
ム
を
慰
問

　
上
町
青
年
会
（
石
田
正
信
会
長
）
の

俄
若
衆
一
行
二
十
人
は
、
去
る
八
月

二
十
六
日
、
同
俄
出
演
の
関
本
シ
ョ

ウ
六
人
と
一
緒
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
妻
有
荘
」
を
慰
問
し
ま
し
た
。
こ

の
行
事
は
十
五
年
前
か
ら
続
け
て
い

る
も
の
で
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
老
人
た
ち
は
、
俄
の
出
演
に

大
喜
び
。
お
祭
り
気
分
を
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

壷劣方　
日
頃
、
思
っ
て
い
る
こ
と
、
感
じ
て
い

る
こ
と
を
詩
や
俳
句
、
川
柳
に
ま
と
め
て

み
ま
せ
ん
か
㌧
こ
の
欄
に
発
表
の
場
を

設
け
ま
し
た
。
企
画
財
政
課
企
画
広
報
係

（
曾
七
⊥
二
二
一
番
）
へ
ど
し
ど
し
投
稿

し
て
く
だ
さ
い
。

近藤勇
（下条二r目）

短
歌

我
が
開
く
大
越
山
の
農
林
道

人
の
と
だ
え
て
馬
藤
の
花

苗
代
の
低
温
に
つ
ぎ
出
穂
も

雨
早
生
い
ね
の
穂
の
白
く
枯
れ
お
る

止
ま
ず
し
て
十
日
も
雪
降
る

今
日
も
降
る
目
を
と
じ
て
お
る
雪
は

降
り
降
る

　
私
は
、
公
民
館
本
館
の
文
芸
教
室

で
野
本
先
生
か
ら
短
歌
や
詩
を
教
え

て
い
た
だ
い
て
い
る
二
十
一
人
の
仲

間
の
ひ
と
り
で
す
。
こ
の
ほ
ど
発
刊

さ
れ
た
歌
集
「
二
十
一
人
」
の
仲
間

に
も
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
歌
を
生
む
と
い
う
こ
と
は
、
苦
し

い
も
の
で
す
が
、
そ
の
苦
し
さ
の
繰

り
返
し
が
私
の
生
き
が
い
で
も
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
歌
を
生
み
だ
す
こ

と
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
野
上
　
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
島
）

川
柳

ふ
る
さ
と
は
い
い
な
お
盆
の
墓
地
の

灯
よ
夢
が
あ
り
幻
が
あ
り
城
ケ
丘

大
賀
蓮
三
千
年
の
鉄
坐
解
か
せ

気
紛
れ
に
当
っ
た
事
も
な
い
ク
イ
ズ

ど
こ
や
ら
で
何
や
ら
知
れ
ず
割
り
切

れ
ず
快
調
に
割
り
込
ん
で
来
る
救
急
車

醒
め
や
ら
ぬ
意
識
を
呼
ん
で
夢
惑
う

　
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
よ
い

　
マ
ナ
ー
運
動
に
ご
協
力
を

　
県
内
各
地
は
、
釣
愛
好
者
に
絶
好

の
場
所
が
あ
り
、
連
日
釣
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
釣
人
の

マ
ナ
ー
が
悪
い
た
め
、
白
根
市
の
よ

う
に
住
民
か
ら
苦
情
が
で
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
方
も
、
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

む
よ
い
マ
ナ
；
運
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

■市勢／人ロ…・50，471人（男24，636・女25，835）／世帯数…・11，924／面積一211・44k㎡（8月旧現在

〃《糖腱訪ざ弛耽一自転車の安全な乗り方教室

　最近、自転車利用者の事故が多くなってきていますが、ここ川治小学校（吉田

一雄校長）では、児童に正しい交通マナーと、交通安全の実践行動力を養成しよ

うと自転車の安全な乗り方指導に力を入れています一，

転量麟諜騰難誘響算評讐皇10蕊
換・板剰・左●右回転操縦などの練習に汗を流していました　　　　□240号□

川治小学校は、去る9月26日、鏡淵小学校（新潟市）会場で開かれた自転車の安全な乗り方

発表県大会で優勝一。これで同校は、県大会で4年連続優勝したことになります。


